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年

八

月

一
、
概

四
、
食

七
、
金

融糧況

一
、
概

況

二
、
産

五
、
費

八
、
通

貨易業

三
、
電
力
、
輸
送

六

、

財

政

九

、

物

価

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
前
途
は
決
し
て
楽
観
を
許
さ
ど
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、
先
月
下

匂
公
表
せ
ら
れ
た
国
家
公
務
員
法
改
正
に
関
す
る
マ
ツ
カ
l
サ
l
元
帥
書
簡
に
よ
っ
て
拡
大
を

予
想
せ
ら
れ
て
い
た
労
働
争
議
が
来
然
に
防
止
せ
ら
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
内
外

の
食
糧
需
給
見
込
も
漸
く
好
転
の
徴
が
見
え
始
め
た
故
、
此
の
機
会
を
利
用
し
経
済
安
定
の
十

原
則
に
基
き
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
収
束
の
為
め
の
綜
合
的
施
策
を
実
行
し
、
封
鎖
経
済
か
ら
国

際
経
済
へ
の
転
入
の
準
備
を
行
う
と
共
に
、
聯
合
閣
の
好
意
に
よ
る
援
助
物
資
の
有
効
利
用
を

計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
昭
和
十
年
|
十
二
年
平
均
一

0
0
加
霊
算
術
平
均
)

年

終
戦
後
に
於
け
る
生
産
活
動
指
数

月

ニ

、

産

業

λ
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
二
百
五
十
二
万
九
千
ト
ン
と
目
標
二
百
六
十
一
万
三
千
ト

ン
に
対
し
八
万
四
千
ト
ン
の
不
足
を
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
木
年
初
頭
以
来
最
低
の
成
績
で
あ

っ
た
。
不
調
の
主
因
は
前
月
来
の
水
害
と
金
休
み
に
よ
る
稼
働
臼
数
の
減
少
、
坑
内
保
安
の
不

備
よ
り
く
る
生
産
意
欲
の
低
下
等
で
あ
る
。
鉄
鋼
の
生
産
は
輸
入
炭
七
万
二
千
ト
ン
を
含
め
二

十
八
万
八
千
ト
ン
に
遥
す
る
配
炭
に
よ
り
銑
鉄
目
標
八
万
ト
ン
に
対
し
実
績
六
万
五
千
ト
ン
、

鋼
材
目
標
九
万
三
千
ト
ン
に
対
し
実
績
九
万

一
千
ト
ン
と
何
れ
も
目
標
に
は
相
当
の
開
き
が
あ

る
も
の
の
実
績
と
し
て
は
終
戦
来
の
最
高
記
録
を
示
し
た
。

其
他
の
重
要
工
業
生
産
状
況
を
見
る
に
、
化
学
肥
料
の
生
産
は
硫
安
目
標
七
万
六
千
ト
ン
に

対
し
実
績
六
万
七
千
ト
ン
、
石
灰
窒
素
目
標
二
万
三
千
ト
ン
に
対
し
実
績

一
万
九
千
ト
ン
と
何

れ
も
目
標
を
下
廻
っ
た
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
電
力
制
限
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
原
料
た

る
燐
鉱
石
の
輸
入
の
順
調
で
あ
っ
た
過
燐
酸
石
灰
の
生
産
は
目
標
十
万
ト
ン
に
対
し
実
績
十
一

万
ト
ン
と
比
較
的
好
成
績
を
示
し
た
。
セ
メ
ン
ト
の
生
産
は
十
六
万
七
千
ト
ン
と
前
月
よ
り
四

万
五
千
ト
ン
の
増
加
を
示
し
た
。
輸
出
品
の
大
宗
た
る
綿
糸
の
生
産
は
三
千
五
十
六
万
封
度
と

前
月
に
比
し
て
更
に
百
四
十
五
万
封
肢
の
減
少
を
み
た
。
と
れ
は
原
棉
の
入
荷
が
四
万
八
千
俵

と
前
月
に
比
し
五
万
八
千
俵
の
減
少
に
加
え
、
今
後
の
入
荷
に
つ
い
て
も
確
た
る
見
透
困
難
の

た
め
、
操
短
が
一
段
と
強
化
せ
ら
れ
た
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
生
糸
の
生
産
は
-
万

一
千

九
百
俵
と
前
月
よ
り
四
百
俵
を
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
繰
糸
機
運
転
台
数
の
増
加
と
作
業
能
率

の
向
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
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研
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協
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)
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産

三
、
電
力
、
輸
送

か
く
不
振
を
来
し
た
主
因
は
地
震
、
風
水
容
等
に
よ
る
災
害
の
復
旧
が
遅
延
ぜ
る
こ
と
、
北
海

道
、
四
国
等
に
地
域
的
争
諸
行
為
が
続
出
せ
る
こ
と
等
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
輸
送
の
薬
師
ぜ

る
に
拘
わ
ら
ず
、
駅
頭
訓
貨
は
辿
賀
市
に
よ
る
出
荷
減
、
金
詰
り
に
よ
る
荷
動
き
の
不
活
被
等

に
よ
り
引
続
き
減
少
し
、
月
末
二
百
五
十
万
ト
ン
脱
皮
と
抗
測
さ
れ
る
。

海
卜
耐
送
は
突
紛
百
四
十
一
一万
七
千
ト
ン
と
目
株
百一一一
十
九
万
六
千
ト
ン
を
上
廻
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
更
に
前
月
よ
り
約
一
一万
ト
ン
の
増
加
を
示
し
た
。
然
し
と
の
税
肢
を
以
て
し
て
も
な

お
陸
上
輸
送
の
温
辿
を
緩
和
す
る
に
足
ら
ず
、
今
後
一
一
胞
の
増
送
を
要
す
る
が
、
そ
れ
に
は
港

顕
ま
で
の
小
迎
送
力
の
控
航
強
化
、
配
船
の
適
正
化
、
梅
陸
連
貨
の
剖
搾
等
に
つ
い
て
機
立
の

措
置
が
袈
型
さ
れ
る
。

出
水
準
は
過
去
五
ヶ
年
平
均
の
百
十
四
%
に
述
し
た
う
え
、
前
年
同
月
に
倍
増
せ
る
三
十
二

万
六
千
ト
ン
に
及
ぶ
火
力
発
地
則
の
配
川
氏
に
よ
り
、

渇
水
則
に
も
拘
わ
ら
ず
、
前
年
の
如
き
大

混
乱
を
み
る
と
と
た
く
、

推
移
し
た
が
、
総
発
官
官
力
地
は
二
十
七
億
五
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

と
前
月
に
比
し
九
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
減
少
を
楽
し

一
時
的
午
ら
大
口
使
川
電
力
の
制
限
が

強
化
せ
ら
れ
た
。
殊
に
九
州
、

中
国
地
方
の
火
力
発
電
依
存
地
市
は
引
続
き
強
度
の
制
・似
の
下

に
あ
り
生
産
の
振
興
は
強
い
製
肘
を
謙
っ
て
い
る
。

国
鉄
に
よ
る
貨
物
輸
送
突
献
は
一
千
八
万
ト
ン
と
前
月
間
械
漸
く
一
千
万
ト
ン
台
を
維
持
し

得
た
に
止
ま
り
、
計
回
一
千
七
十
一
万
ト
ン
に
対
し
て
は
六
十
三
万
ト
ン
の
不
足
を
示
し
た
。
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計

輸

送

実

四
、
食

組

麦
の
月
末
供
出
累
計
は
五
百
五
十
八
万
九
千
石
と
目
標
に
対
し
て
八
十
七
・
二
%
に
達
し
て

い
る
が
、
供
出
完
納
は
全
国
で
十
五
県
で
あ
り、

千
葉
、
茨
城
、
福
井
、
新
潟
、
秩
問
、
北
海

道
の
一
道
主
県
は
七
十
%
以
下
と
成
紺
甚
だ
し
く
不
良
で
あ
り
、
月
中
供
出
荷
も
百
二
万
八
千

石
と
相
当
鈍
化
の
傾
向
を
示
し
始
め
た
。
之
に
対
し
馬
齢
斡
は
月
中
供
出
高
四
千
万
賞
、
月
末

供
出
累
計

一
億
六
千
万
貫
と
目
標
に
対
し
て
五
十
三
・

四
Mm
の
進
捗
ホ
を
示
し
て
お
り
先
づ
好

剥
と
云
え
よ
う
。
然
し
乍
ら
何
分
今
月
は
端
境
期
の
事
故
米
の
手
持
砂
く
穀
類
十
一
万
三
千
ト

ン
脱
脂
大
豆
三
千
九
百
ト
ン
砂
硝
八
万
六
千
ト
ン
櫨
詰
五
千
ト
ン
計
二
十
万
九
千
ト
ン
の
輸
入

食
掘
と
十
万
八
千
邸
に
及
ぶ
身
替
凍
結
米
の
配
給
を
見
た
に
も
拘
ら
ず
、
迫
憾
乍
ら
遅
配
は
北

海
道
函
館
地
方
の
五
十

一
日
を
常
顕
に
一
道
十
五
県
に
出
現
し
た
。

な
お
二
十

τ闘
に
麦
馬
鈴
薯
の
超
過
供
出
分
の
買
上
価
格
の
発
表
を
見
、
麦
は
供
出
価
格
の

三
倍
、
馬
鈴
薯
は
二
倍
半
と
決
定
せ
ら
れ
た
事
此
今
後
の
供
出
に
好
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
云

え
よ
う
。
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五
、
貿
輸
入
は
食
糧
三
十
一
億
五
千
万
円、

石
油
類
六
億
七
百
万
円
、
職
雑
類
十
五
億
三
千
三
百
万

円、

機
械
金
属
鉱
産
物
三
億
九
千
五
百
万
円
、
化
学
農
水
産
品
八
億
四
千
五
宵
万
円
等
計
六
十

五
億
三
千
二
百
万
円
な
る
に
対
し
輸
出
は
繊
維
製
品
二
十
三
億
二
千
六
百
万
円
、
化
学
農
水
産

品
四
億
七
百
万
円、

機
械
金
属
鉱
産
物
五
億
六
千
四
百
万
円
、
雑
貨
十
億
四
千
九
百
万
円
等
計

四
十
三
億
四
千
七
百
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
差
引
輪
入
超
過
は
二
十
一

億
八
千
四
百
万
円
と
、

前
月
比
、
十
六
億
七
千
五
百
万
円
の
滑
加
を
見
た
。

と
れ
は
前
月
に
比
し
輸
入
に
於
け
る
食

糧
、
繊
維
等
の
大
幅
な
増
加
が
、
輸
出
に
於
け
る
繊
維
製
品
、
雑
貨
等
の
増
加
を
上
廻
っ
た
た

め
で
あ
る
。

相
手
国
別
に
貿
易
の
内
訳
を
見
る
と
、
輸
入
に
於
て
は
依
然
米
国
が
第
一
位
を
占
め
て
お
り
、

其
輸
入
総
額
に
対
す
る
比
率
は
、
同
国
よ
り
の
食
糧
、
繊
維
等
の
輸
入
増
加
を
反
映
し
て
、
五

十
回
路
と
前
月
の
四
十
七
箔
に
比
し
、
七
%
の
増
加
を
示
し
た
0

・一
方
輸
出
に
於
て
も
米
国
が

第
一
位
を
占
め
て
い
る
が
、
其
輸
出
総
額
に
対
す
る
比
率
は
、

当
月
中
輸
出
総
額
の
増
加
の
関

係
で
相
対
的
に
低
下
し
、
三
十
二
%
と
前
月
の
三
十
六
%
に
比
し
四
%
の
減
少
在
示
し
た
。

対
日
民
間
貿
易
の
月
中
契
約
成
立
実
績
は
一
千
七
宵
八
十
七
件
、

三
千
三
百
七
十
二
万
八
千

ド
ル
で
前
月
に
比
し
件
数
に
於
て
四
百
ご
十
七
件
、
金
額
に
於
て
一
千
三
百
八
十
七
万
五
千
ド

ル
の
増
加
を
示
し
た
。
之
は
主
と
し
て
繊
維
製
品
並
に
機
械
金
属
類
の
増
加
に
因
る
も
の
で
あ

る。

易

次
に
貿
易
資
金
の
動
向
を
見
る
に
、
収
入
は
輸
入
品
の
払
下
代
金
五
十
六
億
二
千
百
万
円
、

貿
易
公
団
よ
り
の
貸
付
金
回
収
九
十
四
億
五
千
万
円
(
・
円
借
換
分
八
十
二
億
二
千
二
百
万
円
)
等

計
百
五
十
億
八
千
四
百
万
円
な
る
に
対
し
、

支
出
は
輸
出
品
買
上
代
金
並
に
輸
出
荷
掛
二
十
四

億
八
千
ご
百
万
円
、
貿
易
公
団
へ
の
貸
付
金
百
二
十
八
億
九
千
四
百
万
円

〈内
新
規
貸
付
四
十

五
六
九



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

六
億
七
千
百
万
円
)
輸
入
諸
掛
三
億
五
千
三
百
万
円
等
の
外
新
に
設
置
さ
れ
た
外
貨
交
換
用
回

転
基
金
へ
の
払
込
十
億
円
を
加
え
て
計
百
七
十
億
七
千
九
百
万
円
と
差
引
十
九
億
九
千
五
百
万

円
の
支
払
超
過
を
示
し
た
。
右
不
足
資
金
を
賄
う
為
め
月
中
貿
易
資
金
は
日
本
銀
行
よ
り
十
五

億
円
な
借
入
れ
た
結
果
、

λ
月
末
同
資
金
の
借
入
残
高
は
百
億
円
に
達
し
た
。

尚
前
記
外
貨
交
換
用
回
転
基
金
は
、
連
合
軍
晶
高
司
令
部
の
指
示
に
よ
り
在
日
米
国
占
領
要

員
に
対
し
円
貨
の
売
却
を
円
滑
な
ら
し
め
る
為
め
新
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
従
来

在
日
米
国
占
領
要
員
に
対
す
る
円
貨
の
支
払
は
終
戦
処
理
貿
に
よ
り
賄
わ
れ
て
き
た
が
今
回
貿

易
資
金
よ
り
十
億
円
を
払
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
木
基
金
が
設
定
さ
れ
、
今
後

一
カ
月
毎
に
円
貨

売
却
一
徹
に
応
じ
て
補
充
が
行
わ
れ
る
市
?
と
な
り
、
又
此
の
円
貨
売
却
に
よ
る
ド
ル
収
入
は
、
我

国
へ
の
重
要
物
資
輸
入
代
金
の
支
払
等
に
充
当
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
従
っ
て
今
回
の
措
躍
は

我
国
の
現
状
よ
り
見
れ
ば
、
貿
易
外
収
入
に
よ
る
ド
ル
貨
鍛
得
に
寄
与
す
る
点
紗
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。

八
月
十
日
迎
合
軍
最
高
司
令
部
よ
り
対
日
民
間
貿
易
再
開
一
周
年
た
る
八
月
十
五
日
を
則
し

民
間
輸
出
貿
易
に
対
す
る
主
要
統
制
部
分
が
除
去
さ
れ
る
旨
発
表
が
あ
り
、
之
に
伴
い
同
日
貿

易
庁
よ
り
新
輸
出
手
続
が
発
表
さ
れ
た
。
新
輸
出
手
続
は
、
付
契
約
の
日
木
側
当
事
者
が
従
来

の
貿
易
げ
に
代
り
輸
出
来
者
自
身
と
な
る
こ
と
、
口
従
っ
て
輸
出
業
者
の
責
任
が
加
重
さ
れ
る

と
と
、
伺
輸
出
手
続
並
に
貿
易
金
融
が
簡
略
化
さ
れ
る
と
と
等
の
諸
点
に
於
て
、
自
由
貿
易
へ

輸

子氏

人

仁E
1111 
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輸
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内
金
属
機
械
鉱
物
類

八
五

織

高It

3軍

二
、
八
=
八

化
学
製
品
農
水
産
品

二
二

O
一一一

制t

11i 

類

四、
三
六
九

二
O
、
二
七

O

入

L>. 
『コ

輸

五
七
O

の
移
行
の
一
歩
前
進
が
行
わ
れ
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

一
方
本
年
頭
初
よ
り
部
分
的
に
実
施
さ

れ
て
来
た
所
謂
輸
出
報
奨
制
(
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
・
シ
ス
テ
ム
)
は
之
を
機
会
に
全
面
的
に
実
施

さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
即
ち
従
来
の
輸
出
品
ド
ル
建
制
格
は
新
手
続
施
行
と
共
に
全
て
晶
低
価

格
と
な
り
、
同
価
格
以
上
に
よ
る
取
引
成
立
に
際
し
て
は
、
問
価
枯
と
の
差
額
に
付
、
報
奨
を

加
味
し
て
一
定
の
割
合
で
、
輸
出
来
者
に
対
し
円
貨
が
支
給
さ
れ
る
。
故
に
結
果
的
に
見
れ
ば

本
制
度
は
商
品
別
複
数
レ
I
ト
(
P
・
R
-
S
)と
同
作
用
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
云
う
べ
く
、
此

意
味
に
於
て
木
制
度
の
企
而
的
実
施
は
我
因
物
価
体
系
の
国
際
物
価
体
系
へ
の
接
近
を
促
進
す

る
と
共
に
、
単

一
為
替
レ
ー
ト
設
定
へ
の
準
備
階
梯
で
あ
る
と
も
云
い
得
る
。

次
に
八
月
十
六
日
同
じ
く
述
合
軍
最
高
司
令
部
よ
り
、
同
司
令
部
代
表
と
ポ
ン
ド
地
域
代
表

と
の
会
談
に
於
て
、
本
年
七
月

一
日
よ
り
来
年
六
月
三
十
日
に
至
る
期
間
、
我
国
対
全
ポ
ン
ド

地
域
間
に
最
低
二
億
凹
千
二
百
万
ド
ル
に
上
る
通
商
協
定
案
が
成
立
し
た
旨
発
表
が
あ
っ
た
。

本
協
定
案
に
よ
れ
ば
、
我
国
は
繊
維
製
品
機
械
等
完
成
品
最
低

一
億
二
千
百
万
ド
ル
を
全
ポ
ン

ド
地
域
に
輸
出
す
る

一
方
、
綿
花
、
羊
毛
、
皮
革
、
ゴ
ム
等
原
料
品
最
低
一
億
二
千
百
万
ド
ル

を
同
地
域
よ
り
愉
入
す
る
も
の
と
申
ぐ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
本
協
定
築
が
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
従

来
の
ポ
ン
ド
諸
閣
と
の
佃
別
的
貿
易
に
見
ら
れ
た
障
害
は
排
除
さ
れ
、
ポ
ン
ド
貿
易
就
中
ポ
ン

ド
地
域
よ
り
の
輸
入
が
挿
讃
化
す
る
結
果
、
入
超
を
統
け
る
対
米
片
貿
易
の
調
整
に
寄
与
す
る

点
が
砂
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
単
位

百
万
円
〉
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九一三五

一四九 O 四 九
四五九三 六四
九 O 九 三四 七

六
、
五

月年

七

月

!

六

四

八

月

月

月

入
、
八
一
八

三
、
ニ

O
八

。

四
五
=
一

五
六
回

四
、
九
六

一、
三

O
九

一一、一一一ニムハ

一、

O
九
七

五
五
八

四
O
七

二
、
一
五
四

八
八
七

一
、
O
四
九

一
O
、
四
七
九

一
一
一
、
七
一
八



内
金
属
機
械
鉱
物
類

(ー)

一
O
、
一
一
八

一、一

六
九

-1:; 
ノ、

燃

叫
況
，
u'Aq 

一
中ハ

三
二
二
九

繊

維

類

化
学
製
品
農
水
産
品

(合
肥
料
)

食

二
、
O
九
八

二
、
四
四
八

四
、
O
七
五

縮

一
、
六
O
九

丸
、
三
五
七

差

引

出

入

(ー)

超

(→ 

一、
入
O
八

貿

易

資

金

勘

j民

定

支

三
九
九

七
五
六

五
五
七

三
九
五

一
、
三
一
二
七

て

七
三
七

八
七
七

六
O
七

て
四
五
九

二
七

一
、
五
三
三

八
四
五

八
三

一

二
、
三
二
五

二
二
二
八

六
五
四

二
、
六
二
七

四
、
九
三
五

一
、一
二
五
六

三
、
一
五

O

(ー)

一二、二

O
ニ

い}

二
、
一
八
四

一
、
六
六

O

(ー)

(一)

主

O
九

(
単
位

百
万
円
)

差支収 年
収弓l 

文

超過(ー)出入
月

←) 
末迄月十一

、、、
ニ ブL'六 累年
ー-ー4・ノ...L、e 二-三ー

二一九

←) 四二

四九五 ?士
四ハ二

九月年O六五
四三九

(一)
→~寸:!:'一 一

七六 年年、、
月一月→| a 八五七

二ー司二デム .ノA、a ー-ーa・

九五六

(一)
四

八七

四 O五
五ー ム/'¥ 月
一一

{ー)
五一一

-0 
七 O三
二回一 月
五五 O

ト)
ーノ広、-

一一
一 一、、
五五九
二 O七 月
七五八

(+) 
七一一

一 一、、
三八一
O一 一 月
0九九
(一)

八一一
一七五、、 、

九九 00  
七八 月
五九四

(一)一一
A ロ

-0  
九一一、、

九七 六六
五七
:=0七

穴
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財

政

政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
、
収
入
六
百
八
十
五
億
円
、
支
出
七
百
六
十
五
億
円
、
差

引
入
十
億
円
の
支
出
超
過
を
示
し
た
。
但
し
と
の
金
額
中
に
は
郵
便
貯
金
収
支
等
の
預
金
部
資

金
支
出
超
過
二
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
対
民
間
支
出
超

過
は
七
十
八
億
円
と
な
る
。
な
お
復
興
五
分
利
国
庫
証
券
及
び
電
話
国
庫
債
券
十
七
億
円
が
民

間
公
募
と
な
っ
て
い
る
故
、
財
政
赤
字
は
之
を
加
え
た
九
十
五
億
円
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
沿

当
月
収
支
の
内
訳
を
見
る
に
、
先
ず
支
出
面
に
於
て
は
終
戦
処
理
費
の
微
減
を
初
め
、
政
府

出
資
金
三
十
四
億
円
、
国
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
三
十
九
億
円
、
地
方
配
付
税
配
付
金
四

十
五
億
円
等
は
前
月
に
比
し
夫
々
三
十
五
億
円
、
十
九
億
円
、
十
八
億
円
の
減
少
を
示
し
た

が
、
価
格
調
整
賞
五
十

一
億
円
、
公
共
事
業
費
二
十
七
億
円
等
は
夫
々
前
月
に
比
し
三
十
億

円
、
十
五
億
円
を
増
加
し
、
文
貿
易
資
金
勘
定
は
繊
維
及
鉱
工
品
貿
易
公
団
貸
付
金
、
外
国
通

貨
交
換
資
金
回
転
基
金
の
支
払
等
の
た
め
四
十
七
億
円
の
支
出
超
過
を
来
た
し
、
差
引
総
体
の

支
出
は
若
干
乍
ら
前
月
を
上
廻
っ
て
い
る
。

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

三

年

八

月

一
方
収
入
面
に
於
て
は
租
税
収
入
は
所
得
税
の
第
一
期
申
告
納
税
分
納
入
等
に
よ
り
月
中
二

百
六
億
円
と
前
月
比
七
十
九
億
円
の
大
幅
増
加
を
示
し
、
又
食
糧
管
理
会
計
は
、
主
食
の
消
費

者
価
格
引
上
、
配
給
代
金
回
収
順
調
に
よ
る
収
入
増
、
麦
、
馬
鈴
薯
の
供
出
最
盛
期
を
過
ぎ
た

こ
と
に
よ
る
支
出
減
に
よ
り
四
十
三
億
円
の
収
入
超
過
に
転
じ
(
前
月
は
逆
に
支
出
超
過
三
十

六
億
円
〉
そ
の
他
専
売
益
金
、
租
税
外
収
入
も
多
少
増
加
し
て
お
り
、
結
局
収
入
は
総
体
と
し

て
前
月
に
比
し
百
五
十
億
円
の
増
加
を
来
た
し
た
。

以
上
月
中
収
支
を
通
観
す
る
に
、
支
出
は
全
体
的
に
は
前
月
同
様
相
当
伸
長
し
た
に
も
拘
ら

ず
、
収
入
は
租
税
収
入
の
若
増
、
食
糧
管
理
会
計
の
巨
額
の
収
入
超
過
等
の
た
め
激
増
し
、
差

引
支
出
超
過
は
前
月
の
そ
れ
の
半
額
以
下
に
止
ま
っ
た
。
文
之
を
勾
別
に
見
れ
ば
、
収
入
は
主

と
し
て
上
初
に
、
支
出
は
主
と
し
て
中
伺
下
勾
に
集
中
さ
れ
た
傾
向
が
あ
り
、
特
に
下
伺
の
支

払
促
進
に
は
九
月
よ
り
の
取
引
高
税
実
施
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

な
お
最
近
の
産
業
界
に
於
け
る
金
詰
り
の
一
対
策
と
し
て
、
政
府
収
支
の
調
整
に
閑
ー
す
る
件

が
十
一
日
の
閣
議
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
、
特
に
政
府
諸
文
払
の
産
業
界
地
方
団
体
等
に
浸
透
す

る
而
の
実
態
調
査
を
行
う
と
と
L
な
っ
た
が
そ
の
成
果
は
注
目
さ
れ
る
。

五
七





ま
っ
た
。

市
中
銀
行
の
実
際
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行
糊
六
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行
〈
旧
日
木
貯
都
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を
含
ま
ぬ
九
大
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行
分
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二
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年
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月

月

八
、
過
日
本
銀
行
券
の
月
中
期
発
前
は
百
二
十
八
億
円
と
前
月
の
増
発
高
百
七
億
円
に
比
し
二
十

一

億
円
の
増
加
を
示
し
て
お
り
、
月
末
発
行
高
は
ご
千
五
百
四
十
二
億
円
に
達
し
た
。
日
本
銀
行

券
増
発
高
増
加
の
原
因
は
基
本
的
に
は
公
価
改
訂
に
伴
う
資
金
需
要
増
加
に
存
す
る
が
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金
並
に
取
引
山
納
税
を
見
越
し
て
の
決
消
資
金
需
要
が
之
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
哨
発
限
因
を
主
と
し
て
日
本
銀
行
勘
定
に
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拠
し
て
分
析
す
る
に
、
財
政
関
係
八
十
億
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民
間
関
係
四
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と
抗
定
ぜ
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価

主
と
し
て
公
定
価
格
に
準
拠
し
作
成
せ
ら
れ
た
日
本
銀
行
調
東
京
卸
売
物
価
指
数
並
に
東
京

小
売
物
価
指
数
は
前
月
に
比
し
各
二
十

・
五
%
及
び
二
十
一

・
五
銘
の
急
激
な
る
騰
貴
を
示
し

た
。
之
は
前
々
月
末
以
来
の
公
定
航
格
の
改
訂
が
引
続
き
・
民
施
せ
ら
れ
て
い
る
為
め
で
あ
る
。

次
に
同
じ
く
日
本
銀
行
調
東
京
間
物
価
指
数
は
前
月
に
比
し
生・
陀
財
は
一
・
O
%
の
微
臓
に
止

り
、
消
費
財
は
反
っ
て
四
・
一
%
の
下
落
を
示
し
た
。
之
は
基
木
的
に
は
公
定
側
絡
め
大
幅
引

-K
に
よ
っ
て
岡
市
場
に
買
向
う
資
金
が
相
対
的
に
不
足
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
特

に
消
費
財
閥
物
価
指
数
の
下
落
は
、
主
食
類
の
作
柄
坐
作
十
一
月
よ
り
の
酬
明
配
突
現
同
咋
込
、
農

家
の
古
米
手
放
等
前
月
来
の
諸
事
情
に
よ
り
主
食
類
が
下
落
し
た
為
め
で
あ
る
。

今
般
の
公
定
仰
格
引
上
に
探
し
て
価
格
形
成
は
従
来
同
様
機
械
的
な
原
価
計
算
に
よ
っ
て
行

わ
れ
需
給
の
実
情
が
無
視
さ
れ
て
い
る
が
之
が
為
め
非
鉄
金
属
類、

一
部
の
鋼
材
、
陶
磁
器
、

電
気
帯
具
等
に
於
て
は
、
公
定
価
格
が
現
実
側
格
を
上
廻
る
も
の
を
生
じ
て
い
あ
の
は
注
目
を

要
す
る
所
と
云
は
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
尚
公
定
価
格
の
大
柄
引
上
に
よ
り
聞
物
価
指
数
の
公
定
価

九
、
物

東
京
卸
売
物
価
折
故
及
東
京
小
売
物
価
指
数

ヘ
卸
売
物
価
指
数
は
加
韮
訴
術
平
均
J

/小
売
物
価
指
数
は
単
純
算
術
平
均
¥

格
指
数
に
対
す
る
倍
率
は
生
産
財
三
倍
、
消
費
財
四

・
六
倍
と
何
れ
も
終
戦
後
初
め
て
の
近
接

を
示
し
た
。

十
六
日
政
府
の
金
買
上
価
格
は
、
主
と
し
て
そ
の
生
産
費
を
基
磁
と
し
て
一
グ
ラ

ムコ
一百
=
十
六
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
が
、
之
は
貨
幣
法
に
規
定
す
る

一
グ
ラ
ム
一
円
三
十
三
銭

に
比
し
二
百
四
十
五
倍
、
昭
年
十
年
に
於
け
る
日
本
銀
行
買
上
価
格
一
グ
ラ
ム
三
円
八
銭
に
比

し
百
六
倍
と
な
っ
た
。

国
家
公
務
員
法
改
正
誌
の
臨
時
措
舵
と
し
て
先
月
末
制
定
せ
ら
れ
た
政
令
に
よ
り
、
公
務
員

は
属
刷
条
件
等
に
閑
し
政
府
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ネ
ゴ
ジ
エ
l

シ
ヨ
ン
は
出
来
る
も
の
L
間
結
の

力
を
背
景
と
し
対
等
の
立
場
に
立
つ
団
体
受
捗
権
及
び
争
議
権
を
残
失
す
る

こ
と
L
な
っ
た

が
、
一
方
政
府
と
し
て
は
、
之
等
職
員
の
給
与
そ
の
他
雇
用
条
件
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
同
法
改
正
原
案
に
於
て
は
、
現
在
の
臨
時
人
事
委
員
会
を
拡
充
強
化
せ
る
人
事
院
を
し
て

之
等
の
事
項
を
処
理
せ
し
め
る
と
と
‘ふ
し
て
い
る
。
然
し
人
事
院
の
決
定
す
る
公
務
員
の
給
与

水
準
は
、
財
政
及
び
経
済
各
方
面
え
及
ぼ
す
影
響
が
甚
大
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て

は
慎
重
な
考
胤
が
必
鋭
で
あ
ろ
う
。
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